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お
か
げ
さ
ま
で「
広
報
壬
生
」が
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た

昭
和

34
年
１
月

35
年
８
月
　

36
年
９
月
　

37
年
４
月
　

39
年
１
月
　

40
年
４
月
　

41
年
４
月
　

　
　
　
　
　

42
年
３
月
　

　57
年
２
月
　

57
年
２
月
　

57
年
８
月
　

58
年
５
月

60
年
10
月
　

60
年
11
月

61
年
３
月
　

61
年
７
月
　

63
年
11
月
　

平
成

元
年
２
月

元
年
11
月

　２
年
９
月

　
「
広
報
壬生
」
が
、
昭
和
34
年

１
月
24
日
「
み
ぶ
町
政
だ
よ
り
」

と
し
て
第
１
号
を
発
行
以
来
、
記

念
す
べ
き
６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
広
報
紙
面
か
ら
壬
生
町

の
主
な
で
き
ご
と
を
拾
い
、
「広

報
壬
生
」
50
年
の
歩
み
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
ま
し
た
。

１
０
０
号
（
昭
和
42
年
４
月
24
日

発
行
）

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
Ｂ
５
版
に

な
っ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
、
交

通
安
全
旗
を
も
っ
て
横
断
す
る
壬

生
小
新
入
生
の
姿
が
。
２
Ｐ
に
は
、

農
村
の
都
市
化
や
農
業
離
れ
の
問

題
を
解
決
し
よ
と
す
る
農
協
婦
人

部
の
総
会
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

み
ぶ
町
政
だ
よ
り
創
刊
号

　
昭
和
34
年
の
１
月
24
日
、
記
念

す
べ
き
広
報
壬
生
（
み
ぶ
町
政
だ

よ
り
）
が
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
こ
の
号
の
一

面
に
は
、
勇
ま
し
い
60
年
前
の
消

防
団
の
通
常
点
検
の
様
子
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
号

（
昭
和
50
年
11
月
24
日
発
行
）

　
壬
生
町
菊
花
会
が
中
央
公
民
館

で
開
催
し
た
菊
花
会
の
写
真
が
表

紙
を
飾
り
ま
し
た
。
２
Ｐ
に
は
壬

生
町
議
会
議
員
の
選
挙
結
果
が
、

４
・
５
Ｐ
に
は
昭
和
49
年
度
の
決

算
状
況
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
号

（
昭
和
42
年
４
月
24
日
発
行
）

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
Ｂ
５

版
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
紙

に
は
、
交
通
安
全
旗
を
も
っ

て
横
断
す
る
壬
生
小
新
入
生

の
姿
が
。
２
Ｐ
に
は
、
農
村

の
都
市
化
や
農
業
離
れ
の
問

題
を
解
決
し
よ
と
す
る
農
協

婦
人
部
の
総
会
の
様
子
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

み
ぶ
町
政
だ
よ
り
創
刊
号

（
昭
和
34
年
１
月
24
日
発
行
）

　
昭
和
34
年
の
１
月
24
日
、

記
念
す
べ
き
広
報
壬
生
（
み

ぶ
町
政
だ
よ
り
）
が
産
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
こ
の
号

の
一
面
に
は
、
勇
ま
し
い
50

年
前
の
消
防
団
の
通
常
点
検

の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

せ
き
み
な
と

「
み
ぶ
町
政
だ
よ
り
」と

し
て
第
１
号
を
発
行
。

壬
生
町
の
シ
ン
ボ
ル
、町

章
が
決
ま
る
。

町
営
住
宅
の
着
工
開
始
。

県
立
壬
生
高
等
学
校
開

校
式（
元
栃
農
高
分
校
）。

輸
出
玩
具
工
場
団
地
建

設
は
じ
ま
る
。

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
オ

ー
プ
ン
。

壬
生
町
政
だ
よ
り
が
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
し
、タ
ブ

ロ
イ
ド
版
か
ら
Ｂ
５
版

に
な
る
。

農
集
電
話
開
通
。

を
統
合
し
た
新
生「
壬
生

中
学
校
」開
校
。

羽
生
田
に
清
掃
セ
ン
タ

ー
完
成
。

壬
生
町
民
の
歌
が
で
き
る
。

広
報
み
ぶ
お
し
ら
せ
版

を
発
行
。

獨
協
学
園
理
事
長
関
湊

氏
を
名
誉
町
民
に
推
挙
。

町
総
合
会
館（
中
央
公
民

館
・
図
書
館
・
歴
史
民
俗

資
料
館
）が
完
成
。

合
併
30
周
年
記
念
式
典・

滋
賀
県
水
口
町
と
の
姉
妹

都
市
提
携
盟
約
式
開
く
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
。

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
が
オ

ー
プ
ン
。

県
道
上
田
・
壬
生
線
の
黒

川
に
か
か
る
新
福
和
田

橋
が
完
成
。

壬
生
町
児
童
館
が
完
成
。

町
政
施
行
１
０
０
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
。

台
風
19
号
に
伴
う
竜
巻
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42
年
11
月

　43
年
５
月
　

44
年
４
月
　

44
年
８
月
　

45
年
11
月
　

46
年
８
月
　

48
年
４
月
　

49
年
４
月
　

49
年
４
月
　

49
年
７
月
　

49
年
11
月
　

50
年
４
月

51
年
10
月
　

52
年
11
月
　

53
年
１
月
　

54
年
10
月
　

55
年
10
月
　

56
年
４
月

３
年
10
月
　

５
年
２
月

７
年
４
月

７
年
10
月
　

８
年
４
月

９
年
12
月
　

11
年
３
月

12
年
２
月

12
年
９
月
　

13
年
５
月
　

15
年
４
月

17
年
６
月
　

17
年
11
月
　

17
年
11
月

20
年
８
月

　21
年
３
月

６
０
０
号
を
迎
え

　
今
月
号
で
広
報
壬
生
６
０
０
号

を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
壬
生
町
役

場
と
町
民
の
み
な
さ
ん
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
町
の
行
政
情

報
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
地
域

に
密
着
し
た
話
題
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
人
に
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
「
広
報
壬
生
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
０
０
号

（
平
成
４
年
８
月
15
日
発
行
）

　
主
な
内
容
は
骨
粗
し
ょ
う

症
の
予
防
に
つ
い
て
や
青
少

年
健
全
育
成
町
民
大
会
の
様

子
な
ど
、
町
民
生
活
の
基
盤

と
な
る
健
康
や
教
育
に
つ
い

て
で
す
。
表
紙
に
は
夏
の
風

物
詩
と
し
て
か
ん
ぴ
ょ
う
む

き
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

３
０
０
号

（
昭
和
59
年
４
月
15
日
発
行
）

　
創
刊
か
ら
25
年
目
に
し
て
３
０
０
号
を
発
行
、

題
字
も
「
み
ぶ
町
政
だ
よ
り
」
か
ら
「
広
報
み
ぶ
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
広
報
壬
生
と
同
じ
、

昭
和
34
年
１
月

に
生
ま
れ
た
方

の
お
宅
を
訪
問

し
た
写
真
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
頃
に
は

「
町
民
の
ひ
ろ

ば
」
と
い
う
町

民
の
方
中
心
の

コ
ー
ナ
ー
が
で

き
て
い
ま
す
。

５
０
０
号

（
平
成
13
年
１
月
23
日
発
行
）

　
表
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
現
在
の
形
に
近
い
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
特
別
開
館
の
模
様

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
・
３
Ｐ
に
は
町
長
と
議

会
議
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
が
、
12
Ｐ
に
は
な
か

が
わ
水
遊
園
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

が
睦
小
の
児

童
の
作
品
に

決
定
し
た
記

事
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

皇
太
子
殿
下
お
も
ち
ゃ

団
地
を
ご
視
察
。

電
話
が
町
内
全
域
自
動

化
に
な
る
。

壬
生
町
と
都
賀
町
を
結

ぶ
雷
電
橋
が
完
成
。

台
風
９
号
に
伴
う
竜
巻

が
壬
生
町
を
襲
う
。

石
橋
地
区
消
防
組
合
壬

生
分
署
が
開
署
。

獨
協
医
科
大
学
の
建
設

着
工
。

獨
協
医
科
大
学
開
校
。

羽
生
田
で
１
３
０
０
年

前
の
人
骨
を
発
掘
。

町
民
体
育
館
が
完
成
。

獨
協
医
科
大
学
病
院
が

開
院
。

合
併
20
周
年
記
念
式
典

開
く
。

石
橋
地
区
消
防
組
合
の

安
塚
分
遣
所
が
で
き
る
。

新
設
睦
小
学
校
完
成
。

町
民
憲
章
お
よ
び
町
の
花・

木・鳥
を
制
定
。

「
壬
生
町
政
だ
よ
り
」か

ら「
広
報
み
ぶ
」に
改
名
。

統
合
中
学
校（
現
壬
生
中
）

の
建
設
は
じ
ま
る
。

国
体
秋
季
大
会
新
種
目

の
銃
剣
道
競
技
、町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
る
。

壬
生
、稲
葉
の
両
中
学
校

が
壬
生
町
を
襲
う
。

第
１
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

育
祭
が
開
催
。

お
も
ち
ゃ
博
物
館
起
工
式
。

お
も
ち
ゃ
博
物
館
オ
ー

プ
ン
。

国
民
文
化
祭「
国
際
お
も

ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
催
。

安
塚
バ
イ
パ
ス
が
開
通
。

子
ど
も
模
擬
議
会
が
開

催
さ
れ
る
。

東
雲
公
園
内「
東
雲
さ
く

ら
橋
」が
完
成
。

ふ
れ
あ
い
交
流
館
が
オ

ー
プ
ン
。

第
17
回
全
国
都
市
緑
化

と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
が
開
催
。

東
雲
橋
が
開
通

「
む
つ
み
の
森
」「
ド
リ
ー

ム
キ
ッ
ズ
」が
オ
ー
プ
ン

壬
生
町
合
併
50
周
年
記

念「
Ｂ
Ｓ
ど
ー
も
く
ん
ワ

ー
ル
ド
」公
開
録
画
開
催
。

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
５
が
開
催
。

壬
生
町
合
併
50
周
年
記

念
式
典
が
開
催
。

壬
生
町
模
擬
女
性
議
会

開
催
。

県
道
上
田
壬
生
線
が
開
通
。



１．固 定 負 債
 （１）地　方　債

 （２）債務負担行為

 （３）退職給与引当金
固 定 負 債 合 計
２．流 動 負 債
 （１）翌年度償還
 　　予定額
 （２）翌年度繰上
 　　充用金
流 動 負 債 合 計

負　債　合　計

［正味資産の部］
１．国庫支出金

２．都道府県支出金

３．一 般 財 源 等
正 味 資 産 合 計

負債･正味資産合計

（
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
）

借　　　　方 貸 　　　　方
［資 産 の 部］ （全　体） （1人当たり） （全　体） （1人当たり）［負 債 の 部］

6億6,973万円
8億6,700万円
37億8,639万円

2,943万円
6億　312万円
12億9,555万円
200億6,154万円
1億6,280万円

127億7,157万円
2,191万円

402億6,904万円
144億4,911万円

5億2,122万円
8,858万円

28億5,209万円
6億6,924万円

41億3,113万円

21億7,340万円
8億8,428万円
30億5,768万円

474億5,785万円

16,883円
21,856円
95,450円
742円

15,204円
32,659円
505,723円
4,104円

321,953円
552円

1,015,126円
364,242円

13,139円
2,233円
71,897円
16,871円

104,140円

54,788円
22,291円
77,080円

1,196,346円

１．有形固定資産
 （１）総　務　費
 （２）民　生　費
 （３）衛　生　費
 （４）労　働　費
 （５）農林水産業費
 （６）商　工　費
 （７）土　木　費
 （８）消　防　費
 （９）教　育　費
 （10）そ　の　他
有形固定資産合計 
　（うち土地）
２．投　資　等
 （１）投資及び出資金
 （２）貸　付　金
 （３）基　　　金
 （４）退職手当組合
 　　 積立金
投 資 等 合 計
３．流 動 資 産
 （１）現金・預金
 （２）未　収　金
流 動 資 産 合 計

資　産　合　計

※債務負担行為に関する情報
①物件の購入に係るもの　0円　②債務保証又は損失補償に係るもの　0円　③利子補給等に係るもの　360万円
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

　
　
　
　
作
成
に
あ
た
っ
て

壬
生
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
平
成
　
年
度
）

19

60億4,860万円

0万円

24億3,056万円
84億7,916万円

 
7億8,502万円

 
0万円

7億8,502万円

92億6,418万円

43億6,116万円
 

9億5,904万円
 

328億7,347万円
381億9,367万円

474億5,785万円

152,477円

0円

61,271円
213,748円

19,789円

0円

19,789円

233,537円

109,939円

24,176円

828,694円
962,809円

1,196,346円

壬生町の
バランスシートを
公表します

　
　
の
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
借

　
　
入
金
は
ど
の
程
度
あ
る
の
？
」「
町
の
経

営
状
況
は
？
」こ
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
る
資

料
と
し
て
、
町
で
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
決
算
書
で
は
、
主
に
一
年
間
の
歳
入
と
歳

出
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
過

去
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
る
町
の
財
産
等
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
、
そ
の
た
め
に
借
り

入
れ
た
金
額
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ

た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）は
、
一
般

　
　
的
に
民
間
企
業
の
財
務
状
況
を
あ
ら
わ
す

表
で
す
が
、
こ
れ
に
壬
生
町
の
平
成
19
年
度
普

通
会
計
決
算
状
況
を
当
て
は
め
て
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
数
値
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
決
算
に
係
る
指
定
統
計
調
査
で
あ
る
「
地

方
財
政
状
況
調
査
」
の
昭
和
44
年
以
降
の
数
値

を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
い
ま
す
（
昭
和43
年
以

前
の
数
値
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

　
な
お
、
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
で
は
、

そ
の
活
動
目
的
や
資
産
の
と
ら
え
方
等
が
大
き

く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
は
単
純
に
比
較
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。



●
有
形
固
定
資
産

　
道
路
、
学
校
、
公
園
、
ご
み
処
理

施
設
な
ど
長
期
間
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
資
産
で
あ
り
、
取
得

原
価
主
義
に
よ
り
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
以
外
に
つ
い
て
は
、
定

額
法
に
よ
り
減
価
償
却
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
等

　
公
益
法
人
等
へ
の
出
資
金
、
貸
付

金
残
高
、
地
域
福
祉
基
金
等
の
特
定

目
的
基
金
及
び
土
地
開
発
基
金
の
現

在
高
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
流
動
資
産

　
年
度
間
の
財
政
調
整
の
た
め
の
財

政
調
整
基
金
、
町
債
の
償
還
に
充
て

る
減
債
基
金
、
歳
計
現
金
（
当
該
年

度
末
の
歳
計
剰
余
金
）、
町
税
未
収

金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
固
定
負
債

　
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
現
在
高

（
翌
年
度
償
還
額
を
除
く
）、
退
職
給

与
引
当
金
（
町
職
員
の
全
員
が
平
成

19
年
度
末
に
普
通
退
職
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
に
必
要
に
な
る
退
職
手

当
の
総
額
を
推
計
）を
計
上
し
て
い

ま
す
。

●
流
動
負
債

　
翌
年
度
の
町
債
元
金
償
還
予
定
額

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・
補
助
金

や
町
税
な
ど
返
済
の
必
要
が
な
い
資

産
で
、
「
資産
の
部
」
か
ら
「
負
債
の
部
」

を
差
し
引
い
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

●
国
・
県
支
出
金

　
有
形
固
定
資
産
の
形
成
に
充
て
ら

れ
た
国
・
県
支
出
金
の
累
計
額
（
土

地
以
外
の
有
形
固
定
資
産
に
つ
い
て

は
、当
該
資
産
の
減
価
償
却
に
併
せ

て
償
却
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
財
源

　
資
産
と
負
債
の
差
で
あ
る
正
味
資

産
か
ら
国
・
県
支
出
金
を
差
し
引
い

た
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
で
、

壬
生
町
の
総
資
産
は
合
計
で
約
４
７

５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負
債

は
全
体
で
約
93
億
円
、
そ
の
差
で
あ

る
正
味
資
産
は
約
３
８
２
億
円
で
す
。

　
資
産
の
部
で
は
、
有
形
固
定
資
産
（
建

物
、
土
地
等
）が
約
４
０
３
億
円
で
資

産
全
体
の
約
85
％
を
占
め
、
残
り
が

基
金
（
積
立
金
）、
貸
付
金
、
未
収
金

な
ど
で
約
72
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
有
形
固
定
資
産
を
行
政
目
的
別
に

見
る
と
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
土
木

費
が
約
２
０
１
億
円（
50
％
）と
最

も
多
く
、
次
に
小
中
学
校
や
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
建
設
事
業
費
を
含
む

教
育
費
が
約
１
２
８
億
円
（32
％
）、

清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
や
最
終
処
分
場

建
設
な
ど
を
含
む
衛
生
費
が
約
38

億
円
（９
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
負
債
の
部
で
は
、
町
債
（
借
入
金
）

の
償
還
が
固
定
負
債
、
流
動
負
債
を

合
わ
せ
て
約
68
億
円
で
負
債
全
体
の

74
％
、
退
職
給
与
引
当
金
が
約
24
億

円
で
約
26
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
味
資
産
の
部
で
は
、
壬
生
町
が

保
有
し
て
い
る
資
産
の
う
ち
、
町
民

の
皆
様
か
ら
の
税
金
等
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
一
般
財
源
等
は
、
約
３
２
９

億
円
で
正
味
資
産
の
約
86
％
に
あ
た

り
ま
す
。
ま
た
、
町
有
資
産
の
う
ち

国
・
県
支
出
金
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

金
額
は
、約
53
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バランスシートを活用した財務分析
　  社会資本形成の世代間負担比率
　社会資本形成の結果を表す有形固定資産の
うち、正味資産によって形成されている比率です。
正味資産は、主に今までの世代の負担によって
形成された社会資本の額をさしています。他方、
負債は将来の世代の負担によって形成された
社会資本の額をさします。したがって、その依
存割合が世代間負担の指標となります。

正味資産合計
有形固定資産税

38,194百万円
40,269百万円

負債合計
有形固定資産税 

9,264百万円
40,269百万円

＝ 94.8％

　  予算額対資産比率
　歳入総額に対する資産の比率で、資産形成のた
めに何年分の歳入が充当されたかを示すものです。

　  正味資産比率
　企業会計で使用される自己資本比率に相当し、
この比率は保有する総資産のうち返済義務を
負わない部分がどの程度あるのかということ
を示す指標です。

＝

正味資産合計
負債・正味資産合計

38,194百万円
47,458百万円 ＝ 80.5％

＝ 23.0％

5

（これまでの世代による社会資本形成の比率・高いほどよい）

（後世代による社会資本形成の比率・低いほど後世代の負担が少ない）

資 産 合 計
歳 入 合 計

47,458百万円
11,116百万円 4.27年分

正
味
資
産
に
つ
い
て

（
１
）資
産
の
部
の
状
況

（
２
）負
債
の
部
の
状
況

（
３
）正
味
資
産
の
部
の
状
況

資
産
に
つ
い
て

負
債
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と

1 2

3



　
壬
生
町
を
代
表
す
る
お
祭
り
の
一
つ
、

「
し
の
の
め
花
ま
つ
り
」が
３
月
28
日

か
ら
４
月
５
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
川
両
岸
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
期

間
中
に
満
開
と
な
り
、
会
場
は
県
内

外
か
ら
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
お
笑
い

芸
人
に
よ
る
爆
笑
・
も
の
ま
ね
ス
テ
ー

ジ
、
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌
謡
ス
テ
ー

ジ
、
町
内
の
幼
稚
園
や
学
校
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
お
楽
し
み
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
、

多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
花
ま
つ
り
開
催
前
の
３
月

14
日
に
は
、
町
の
た
ば
こ
組
合
（
松

本
光
雄
組
合
長
）
11
名
、
町
役
場
職

員
有
志
９
名
が
会
場
の
ゴ
ミ
拾
い
を

し
ま
し
た
。

6

多くの花見客でにぎわう東雲公園

ま
つ

も
と
み
つ
お

子どもに大人気のキャラクターショー

元気いっぱい  よさこい in Mibu

魅力的な歌声  アローナイツオンステージ

華麗なフラダンスショー

会場のゴミ拾いの様子
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総務省統計局・栃木県・壬生町

7

第1期から第2期、そして壬力ＵＰプロジェクトへ第1期から第2期、そして壬力ＵＰプロジェクトへ
～いよいよプロジェクト発進！～

　今年の3月をもち約2年間にわたる第2期みぶ“まちづくり”住民会議の活動が終わりましたが、
さらなる「協働」の推進を図るため4月から「壬力ＵＰプロジェクト」と称し、第3期活動の新
たなスタートを切りました。
　第3期となる今回の目的は、「壬生を愛し、壬生をさらによりよい町にしたい」という思いを
持つメンバーが共にまちの将来を考え、斬新かつ新鮮なアイデアを発信していくということで
あり、23年度から運用となる第5次総合振興計画後期計画への提案も大きな目的のひとつとし
ています。
　最初の会議となる「発足式」が4月22日に生涯学習館講堂で開催され、委嘱状が町長より委
員24名へ交付されました。また、自己紹介では、それぞれが壬生町への思いとこれからの活動
への抱負を熱く語りました。
　今後は委員の様々なアイデアを結集、そして発信していくとともに、「協働」のまちづくりを
実践していく組織として2年間の活動を進めていきます。
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　日本国内に住む20歳以上60歳未満のすべての方は、公的年金に加入します。
加入者は、職業などによって次の３つのグループに分けられ加入手続や納付が違います。
保険料を未納のままにすると、将来の老齢年金や障害・遺族年金の受給ができなくなること
があります。必ず保険料を納めるか納付が困難な時には免除・猶予等の申請をしてください。

 ３年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上25年未満

220,000円

270,000円

320,000円

25年以上30年未満

30年以上35年未満 

35年以上

120,000円

145,000円

170,000円
※半額免除期間の月数は、保険料納付月数の1／2で、４分の１免除は、保険料納付月数の３／４で、
　４分の３免除は、保険料納付月数の１／４で計算されます。
※付加保険料納付済期間が３年以上ある場合は、8,500円が加算されます。

老齢基礎
年　金

　国民年金保険料を納めた期間が20歳から60歳まで40年間納付した時、
65歳から受けられる年金額です。受給資格期間は、最低25年の納付か
免除等が必要です。　　■受給額…………… 792,100円

障害基礎
年　金

　国民年金の加入中（又は老齢基礎年金を受けていない60歳以上65歳未
満で国内在住中）や20歳前の病気やケガで一定の障がいの状態になって
しまった場合に、生活を保障するために障害基礎年金が支給されます。
生計を維持されている子がいる場合には、子の数に応じて加算があります。
　■受給額／１級の障がい…………990,100円
　　　　　　２級の障がい…………792,100円

遺族基礎
年　金

　国民年金の加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡く
なった時、その方に生計を維持されていた子のいる妻または子が受ける
年金です。子がいることが必要で、子の数に応じた額の遺族基礎年金が
受給できます。 
　■受給額／妻と子１人の場合…………… 1,020,000円
　　　　　　子（１人）のみの場合……………792,100円
　◎子とは、18歳到達年度の末日までの子、または20歳未満で障がいの状態が１級・２級の子

寡婦年金
　第１号被保険者として、保険料を納めた期間と免除期間の合計が25年
以上ある夫が死亡した場合、夫の死亡当時、夫に生計を維持され、かつ、
婚姻関係が10年以上継続していた妻に60歳から65歳までの間支給されます。
　※死亡した夫が老齢または障害基礎年金の支給を受けていた場合は支給されません。
　■受給額………夫が受け取れるはずであった老齢基礎年金の3／4

死亡一時金
　第１号被保険者として保険料を納めた期間が３年以上あり、かつ、老齢・
障害基礎年金を受けずに死亡した場合、遺族基礎年金を受けられない遺
族に支給されます。
　※寡婦年金を支給できる場合は、どちらか一方の選択となります。

保険料納付済期間 金　額 保険料納付済期間 金　額

■受給額

無職・自営業者等

会社員・公務員等

専業主婦等

本人が納付

勤務先で納付

なし（配偶者制度負担）

役場へ本人が届出

勤務先が届出

配偶者（第２号）の勤務先が届出

種　別 どんな方が 加入の届出先 保険料の納付

◎問合せ先　

●年金額は平成20年度と同額です●

以下の年金額は平成以下の年金額は平成21年度の額です年度の額です以下の年金額は平成21年度の額です
国民年金は、３つの基礎年金（老齢・障害・遺族）であなたの一生をサポートします。

第１号

第２号

第３号
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壬生町こども発達支援センター

療育相談のご案内

療育風景（音楽療法）

限りない可能性を求めて…

相談等
ありましたら
お気軽にどうぞ！

【問合せ先】
〒321-0216
下都賀郡壬生町大字壬生丁232-3

壬生町子ども発達支援センタードリームキッズ
　　　８１－０２３５
FAX ８２－６２８６
URL　http://mibu-shakyo.net/
設置：壬生町
指定管理者：社会福祉法人 壬生町社会福祉協議会

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ

東武宇都宮線
おもちゃのまち駅より
徒歩20分

至宇都宮

至栃木

壬
生
イ
ン
タ
ー至

都
賀
イ
ン
タ
ー

至
宇
都
宮
・

上
三
川
イ
ン
タ
ー

至
石
橋

北関東自動車道

睦小学校

むつみの森
ドリームキッズ

わ
ん
ぱ
く

睦
っ
子
の
森

東
武
宇
都
宮
線

栃
木
街
道

ホーム
センター
　　●歩
道
橋　　●

スーパー
マーケット

ス
ー
パ
ー
●

マ
ー
ケ
ッ
ト

東口

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅薬

局
●

○〒郵便局

○文

N

　　談や療育の希望、見学の希望は
　　随時受け付けております

毎週月曜日～金曜日（祝祭日を除く）
　　9：00～16：00

お子様の成長に心配・不安をお持ちの
保護者の方が、一緒に通園し、お子様
に合わせた療育が受けられます。

　◆ 言葉の遅れが気になる
　◆ コミュニケーションが取りづらい
　◆ 落ち着きがない
　◆ 強いこだわりがある

　ドリームキッズでは、子どもたち一人ひとりが

豊かに生きる力、生きていこうとする力を獲得で

きるよう、障がいの状態や特性に応じた適切な活

動、環境をつくり、自己能力の発達に向けた療育

を行います。

相

　　児科医の相談や、言語療法士、

　　理学療法士、作業療法士などの

専門の先生による療育も行っています。

小

月 ２回音楽療法を実施しています。

ドリームキッズドリームキッズドリームキッズ



？
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子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　
　
み
ん
な
で
育
て
よ
う
地
域
の
子

「子育ての手助けをしてほしい人」と、「子育ての手助けがで
きる人」からなる会員組織です。センターでは、手助けをし
てほしい保護者からの依頼を受けて、条件にあう人を紹介し、
会員相互の育児を応援します。

　
　
　
ま
さ
に
子
育
て
真
っ

　
　
　
最
中
の
皆
さ
ん
。
子

　
　
　
ど
も
の
笑
顔
に
励
ま

さ
れ
な
が
ら
も
「
子
育
て
の

手
助
け
を
し
て
く
れ
る
人
が

い
た
ら
…
」
と
思
う
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な
、
パ

パ
・
マ
マ
の
強
い
味
方
が
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　
子
育
て
が
一
段
落
し
た
方

か
ら
現
役
の
マ
マ
さ
ん
ま
で
、

子
ど
も
好
き
の
会
員
さ
ん
た

ち
が
、
お
子
さ
ん
の
面
倒
を

み
て
く
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登
録

は
無
料
。
も
し
も
の
時
の
保

険
制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
園
や
幼
稚
園
へ
の
送
迎
、保

育
時
間
外
の
子
ど
も
の
預
か
り
。

学
校
の
放
課
後
や
学
童
保
育
終
了

後
の
子
ど
も
の
預
か
り
。

冠
婚
葬
祭
や
保
護
者
の
通
院
時
な

ど
の
子
ど
も
の
預
か
り
。

買
い
物
や
食
事
、美
容
室
や
外
出

な
ど
、マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

際
の
子
ど
も
の
預
か
り
。

そ
の
他
、必
要
と
思
わ
れ
る
援
助

を
行
い
ま
す
。

※
宿
泊
を
伴
う
活
動
は
行
い
ま
せ
ん
。

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
広
場
開
放

日
に
、そ
こ
で
預
か
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」も
大
丈
夫
で
す
！

〒321-0214
壬生町壬生甲3843-1
　（保健福祉センター内）
直通電話：0282-82-3309
　ＦＡＸ：0282-82-8882
開設時間：
月～金曜日　9:00～16:30

サポート活動にご協力頂ける方はいらっしゃいませんか？
お気軽にセンターにお立ち寄りください。

壬生町ファミリー
サポートセンター

手
助
け
が
出
来
る
内
容
は
？

さん協 力 会 員 募 集 中！！

ファミリー・サポート・センターとは‥？

今



13

依頼会員（おねがい会員）
壬生町に居住、又は在勤し、０歳から小学校６年生
までのお子さんを持つ方

協力会員（まかせて会員）
壬生町に居住し、心身共に健康で、子どもの好きな方

両方会員（どっちも会員）
依頼会員と協力会員の両方を兼ねる方

活動の流れ

報酬の基準

活動の流れ

　長男の習い事の時に次
男をお願いしています。い
ざという時に預けられる
方が近所にいることが、あ
りがたくとても助かって
います。そして活動が終わ
っても帰りたがらないく
らい協力会員さんが大好
きです！

　幼稚園から帰ってきた
息子も加わり仲良く遊んで、
お預かりしています。大好
きな電車が通るのを窓か
ら眺めたり、飼っている犬
と遊びながら、泣かずにマ
マとお兄ちゃんの帰りを
待っています。

利用日 利用時間 報　　酬

７：００～１９：００ １時間あたり700円

１時間あたり800円

１時間あたり800円

１時間あたり800円

上記以外

終　　日

平　日

預かる子どもが軽度の病気の場合

土曜日・

日曜日・

祝日等

 依 頼 会 員
（おねがい会員）

協 力 会 員
（まかせて会員）

ファミリー・
サポート・センター
（アドバイザー）

③事前打合せ

④子育ての支援

⑤報酬等の支払い

①申込み ②依頼

健康福祉
センター

至宇都宮

至国谷

至
栃
木

壬生郵便局

壬生中

国
谷
駅

黒
川

星
の
宮
Ｃ
Ｃ

総合
運動場

グラウンド

シルバー
人材センター

〒

壬生
バイ
パ

ス

協力会員さん依頼会員さん依頼会員さん

依頼会員さん

協力会員さん

案内図
協力会員さん協力会員さん

会員登録は無料です

会員の種類は？



新団員を迎え団員訓練を実施　壬生町消防団

新教育長に落合範子氏が就任

14

おちあいのり こ

せきもとかず お

関本和夫氏壬生町消防団長に就任
　壬生町消防団長に関本和夫副団長が、４月１日に就任しました。
　関本氏は昭和52年に消防団に入団され、部長、副分団長、分団長を歴任し、
平成17年４月より副団長を勤めてこられました。「町民の生命・身体・財産を
守るため、町の安全安心のために尽力致します。」と決意を新たにしておられ
ました。

　4月5日、町総合運動場において、町消防団（関本
和夫団長・団員201名）による、団員訓練が行われま
した。
　4月1日に辞令を受けた新団員44名は、常備消防（石
橋地区消防組合壬生分署・
安塚分遣所）の職員から、
整列や基本動作などの規
律訓練を受け、消防団と
しての基礎を学びました。
その後、羽生田の黒川河
川敷に移動し、土のう作り、
土のう積み等の水防訓練・
放水訓練を行いました。

　第1回壬生町議会定例会において、落合範子氏が教育委員として任命同意され、
4月2日、第4回臨時壬生町教育委員会において、教育長に選任されました。
　落合氏は、昭和49年3月に宇都宮大学教育学部を卒業。同年4月に小山市立
小山第一小学校を振り出しに教職に就き、その後、大平東小学校教頭、壬生
町立藤井小学校長、壬生町立壬生東小学校長として勤務しました。その間、
文部省海外派遣教員として海外視察研修、学校保健功労者表彰等を受けるなど、
教育に豊富な経験と高い見識を有し、今回初めての就任となります。

鈴木正美氏壬生町消防団長
多大な功績を残し退任

　34年の永きにわたり町消防防災に多大な貢献をされてきました鈴木正美
消防団長が、3月31日をもって、退任退団されました。
　鈴木氏は、消防団に入団以来、部長、副分団長、分団長を歴任し、平成5
年には副団長に就任、平成17年4月から消防団長を勤めてこられました。

すず き まさ み



下稲葉食育応援隊と保育園児で
ジャガイモの植え付け

中国山東省から訪問団を迎える  壬生寺ー円仁がつないだ友情を確認
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　４月16日、慈覚大師円仁の誕生の地壬生寺に、円仁
と縁のある中国山東省の赤山法華院の僧侶らが訪れ、
円仁がつないだ友情を確認し合いました。
　昨年３月、壬生寺円仁太鼓保存会が中国青島の日本
人会から招待を受け、赤山法華院や円仁記念堂がある
赤山寺禅院のおいて演奏したことなどで、今回の訪問
が実現しました。
　訪日団は、山東省仏教協会明哲会長などの僧侶や行

政関係者を含めた14名で、一行は壬生寺保育園の園児たちの熱い歓迎をうけました。
　明哲会長は、「日中友好は慈覚大師の力。両国の友情が世代を超えて続くことを祈ります」と挨拶されました。

　４月７日、下稲葉地内の畑（中嶋正さんの所有）で、メリーラ
ンド保育園の園児たちが、下稲葉食育応援隊（木村春男隊長）の
方たちと一緒にジャガイモの植えつけをしました。
　年長児の園児たち20人は、保育園から畑の中の小道を歩いて
この畑までやってきました。高く寄せたうねの上に、灰をまぶ
した種いも（男爵いも）を園児たちが一列に並んで、等間隔に
置いていきます。そのあと応援隊のスタッフたちが、肥料をま
いて、園児たちみんなで土をかけました。

　６月下旬には収穫できる予定ですが、子どもたちは熱々のジャガバターやカレーが給食で食べられると期待
しています。

自衛官募集相談員4名に委嘱状を交付
　この度、稲葉富藏さん、久保田和文さん、田中益位さん、黒
川修一さんの４名が自衛官募集相談員に委嘱され、４月15日、
町長室において自衛官募集相談員委嘱式が行われました。清水
町長と自衛隊栃木地方協力本部の山野本部長から４名に委嘱状
が交付されました。
　これから募集相談員の方々には、町及び自衛隊地方協力本部
と密接に連携して、安定した人材の確保、地域と自衛隊の相互
理解のために活躍していただきます。

　４月19日、慈覚大師円仁誕生地、壬生寺において、壬生円仁
大師まつりが開催されました。
　まつりは、蘭学通りの松本内科から壬生寺まで行列を作って
歩く「子どもたち町内花まつり行列」から始まり、壬生寺境内
でよさこいソーラン、円仁太鼓、火渡の儀などが行なわれました。
　火渡の儀では、山伏に背中を押してもらうお年寄りの方や、
お父さん・お母さんに抱き上げてもらって渡る子どもの姿もあり、
多くの方が参加し、無病息災を祈願しました。

せきざん ほっ け いん

ただしなかじま

き むらはる お

壬生円仁大師まつり　開催

いな ば とみぞう く　ぼ　た かずふみ た なかます い くろ

かわしゅういち



ホタル生育水路にゴミを捨てないで

第３回 はにしの里ふれあい花まつり開催
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自転車ナンバープレートの補助金を贈呈　交通安全協会
　４月21日、壬生町交通安全協会（平石邦次 会長）から、
壬生中学校・南犬飼中学校に自転車ナンバープレートの
補助金が贈られました
　この補助金は、新一年生の自転車につけるナンバープ
レートを購入する際に使うこと
を目的に、毎年寄付していただ
ているもので、町教育委員会を
訪れた会長・副会長から落合教
育長に手渡されました。

　いなば花と緑の郷づくり協議会（伊藤充哉会長）は、稲葉地
区の農業用水路（３ヶ所）にホタルの幼虫を放流し、６月上旬
に鑑賞を予定していますが、水路にビニール・缶等が流れてくる
ので、防止看板を町内２カ所に設置しました。
　昭和40年代以前は、家庭雑排水や農薬などの使用が少なくホ
タルも多く生育していましたが、水の汚れと共にいなくなって
しまいました。今回、飼育の試みは蛍四輪代表宮田次男さんの協
力によりカワニナの養殖から進めています。

　4月26日、壬生町黒川の里ふれあいプール駐車場において、「第
3回はにしの里ふれあい花まつり」が開催されました。すけが
い保育園の園児によるお遊戯や町内のよさこいグループによる
踊りが披露されたほか、バンドの生演奏や歌謡ショー、飛び入
り参加によるカラオケなどが行われ、まつりを盛り上げました。
　また無料配布として、地元産のトマトやイチゴ等が配られました。
 当日は、時折り吹く風に桜吹雪が舞い、多くの家族連れが楽
しい一日を過ごしていました。

おもちゃ博物館入館者200万人達成
　4月29日、壬生町おもちゃ博物館は平成7年4月に開館して以来、
14年余りで入館者が200万人に到達しました。
　この度めでたく200万人目の来館者となった栃木市の羽山幸伸さ
ん一家4人は、初めての来館でした。職員から「おめでとうござい
ます。記念すべき200万人目の来館者です。」と声をかけられると、「び
っくりです。こんな経験は初めてです。」と感想を述べられました。
　プレゼント贈呈式には、たくさんの来館者が見守る中、羽山さ
ん一家を囲み、くす玉を割って200万人達成を祝いました。記念と
して、町長より羽山さんへ「大きな犬のロボットおもちゃ」と「博
物館オリジナル鉛筆立て」が手渡されました。

い とうみつちか

ひらいしくに じ

みや た つぎ おけい よ りん

はなやまゆきのぶ






